
第68回 
日本輸血・細胞治療学会 中国四国支部例会

プログラムおよび講演抄録集

会　期　　令和 5 年 9 月 9 日（土）

会　場　　松江テルサ　WEB（ハイブリッド形式）

例会長　　竹谷健（島根大学医学部小児科）
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会会長長挨挨拶拶

島根大学医学部小児科 教授

竹谷䚷健

この度、2023 年 9 月 9 日（土）に、松江テルサ（島根県松江市）において、第 68 回

日本輸血・細胞治療学会 中国四国支部例会を開催することになりました。島根県で

は 9 年ぶりの開催ですので、これまでの例会と同様に実りある例会を行うためにスタッ

フ一同鋭意準備を進めているところであります。

本例会は、毎年秋に開催しており、150〜300 名程度の医師、検査技師、看護師な

どの輸血細胞治療や業務に関わる多くの職種の方々に参加していただいております。

輸血および細胞治療に関する学術の進歩、知識の普及、参加者相互の連携をはかる

ことによって、輸血細胞治療の発展に寄与することを目的とし、大変有意義な学会に

なっております。

今回の例会のテーマは、「輸血細胞治療の過去・現在・未来」といたしました。ここ 3

年間はコロナ禍で輸血細胞治療にも大きな影響を及びましたが、輸血細胞治療に関

する診断、検査、治療、管理体制などさまざまな分野の進歩もありました。そのような中

で、過去に学び、現在に活かし、そして未来への発展に寄与する学会にしたいと思っ

ております。例年同様、一般演題および特別講演を予定しております。特別講演は、

iPS 細胞由来の血小板の製造を世界に先駆けて取り組んでいらっしゃる京都大学

iPS 細胞研究所と千葉大学医学研究院イノベーション再生医学分野を兼務されてい

る、江藤 浩之先生に「50 年後に成功する製造基盤とは何か？」というテーマでご講

演頂きます。

さて、島根県は人口 65 万人の小さな地方都市ですが、自然と歴史に関する観光地

がたくさんあります（出雲大社、松江城、足立美術館、石見銀山、玉造温泉など）。また、

日本海の魚を中心とした料理（のどぐろ、しじみ、出雲そばなど）は美味しくいただくこ

とができます。ぜひ、学会だけでなく秋の島根を存分にお楽しんで頂ければ幸いです。

最後になりましたが、本例会は輸血細胞治療に関わるすべての職種の皆さんが集い、

交流し、研鑽できるようスタッフ一同心を込めて準備をしています。奮って、多くの方に

ご参加いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。
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学学会会参参加加者者へへののごご案案内内  

11.. 会会期期おおよよびび会会場場

1. 会

2. 会

期：2023 年 9 月 9 日（土） 13：00～17：00 

場：現地（松江テルサ）およびオンライン（Zoom） 

22.. 現現地地参参加加のの方方

�� 参加登録は可能な限り、以下の URL あるいは二次元バーコードからお願いします。
（学会当日の受付も可能）

参加登録〆切  2023 年 9 月 5日（火）18 時まで

参加登録URL：https://app.iryoo.com/login/1057

2. 参加受付：松江テルサ・1Fアトリウムシャラ

受付開始  2023 年 9 月 9 日（土） 12 時から 
3. 参 加 費：現地参加 1,000円

4. 現地参加の方はネームカードに所属・氏名を記入し、会場内では必ず着用して下さい。 

5. 個人情報保護のため、会場内での発表内容の録音、撮影は禁止します。

33. オオンンラライインン参参加加

�� 参加登録は以下のURL あるいは二次元バーコードからお願いします。

参加登録〆切  2023 年 9 月 5日（火）18 時まで

参加登録URL：https://app.iryoo.com/login/1057

�� 参 加 費：Web 参加 2,000 円
�� 参加登録を確認後に、オンライン参加用の Zoom のURL を 9 月 8 日（金）12 時ま
でにお送り致します。

• 事前に Zoom ソフトのダウンロードなどを行ってください。例会の開始は 13

時からですが、当日の Zoom には 12 時 30 分より入室可能です。
入室した後に、名前の変更（お名前＠所属）をお願いします。

例：井上政弥＠島根大学輸血部

• 参加者はカメラ・マイクＯＦＦでお願いします。

• 演題へのご質問には、Zoom の「チャット機能」をご使用ください。座長によ

り質問を読み上げさせていただきます。

ồồ
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• 発表データの資料の保存（画面キャプチャを含む）、録音、録画は禁止させていた

だきます。 
• 参加証は視聴ログが確認された方に、後日メールにてお送りいたします。 
• 当日緊急連絡先� TEL: 070-6692-1862 

�

44..  ᎍᎍỉỉέέဃဃ૾૾ồồ�

• 発表時間 ��分、質疑応答時間 ��分です。 
• 発表データは 86%�メモリーで発表の ���分前までには松江テルサ 1F アトリウム

シャラ・PC 受付までお持ちください。 
• 演者は発表の 10 分前には、次演者席にお着きください。 
• 発表の際は、スライドの操作は演者ご自身でお願いいたします。 
• バックアップ用データは必ずお持ちください。 
• 発表は Windows Power Point による PC プレゼンテーションのみとさせていた

だきます。スライドフィルムの使用はできません。音声を使用される場合、事前

にお知らせください。 
• 動画を使用する場合は、ご自身の PC をご持参ください。 
• 会場で準備いたします PC は Windows のみです。Macintosh で発表される方

は、必ずご自身の PC と接続用アダプターをご持参ください。 
• Windows で標準搭載されているフォントのみ使用可能です。 
• 発表データは学会終了後、責任をもって破棄させていただきます。 

�
00DDFFLLQQWWRRVVKK��持持込込 33&&��にによよるる発発表表ににつついいてて��

✓ モニター画像度（1024 × 768）の PC と電源アダプターをご持参ください。 
✓ D-sub15 ピン変換アダプターが必要です。変換アダプターをご持参ください。 
✓ スクリーンセーバーや省電力モードにならないよう事前に設定をお願いいた

します。 
�

  ᧈᧈỉỉႏႏಮಮồồࡈࡈ  ..55

• 開始予定時刻の ���分前までに松江テルサ 1F アトリウムシャラ・受付までお越し下さ

い。来場確認をさせていただきます。 
• 開始予定時刻の 10 分前までに次座長席にお着きください。 
• 配分はおまかせいたしますが、時間厳守（発表 7 分、討論 3 分）でお願いいたします。 
�
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• 日� 時：2023年 9月 9日（z）11時 50分から 12時 45分まで

• 会� 場：松江テルサ 1F� テルサホール

• 来場さ*ましたら、松江テルサ 1Fアトリウムシャラ・受付までお越し下さい。

• お弁当を用意致します。

���� ��
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第第 6688 回回日日本本輸輸血血・・細細胞胞治治療療学学会会中中国国四四国国支支部部例例会会ププロロググララムム  

  ᮇ㸸2023 ᖺ 9 ᭶ 9 ᪥ (土) 13㸸00㹼17㸸00 

  ሙ㸸ᯇỤ࣭ࢧࣝࢸWeb (ࢻࢵࣜࣈࣁ㛤ദ）  

  㛗㸸➉㇂ （ᓥ᰿Ꮫ་Ꮫ㒊ᑠඣ⛉） 

 

会会長長挨挨拶拶おおよよびび総総会会             13：00～13：15 

  㛗㸸➉㇂ （ᓥ᰿Ꮫ་Ꮫ㒊ᑠඣ⛉） 

ᨭ 㒊 㛗㸸⏣ ⚽✑（ᕝᓮ་⛉Ꮫ㝃ᒓ㝔 ⾑ᾮෆ⛉） 

 

一一般般演演題題  

 

I. 輸輸血血シシスステテムム・・取取りり組組みみ          13：15～13：55 

 座座長長：：  山山崎崎  尚尚也也（（広広島島大大学学病病院院  輸輸血血部部））  

11.. ᥇᥇⾑⾑⌧⌧ሙሙ࡛࡛ࡢࡢⱥⱥヰヰ  

    1ᒣཱྀ┴㉥༑Ꮠ⾑ᾮ2ࠊ࣮ࢱࣥࢭᒣཱྀᏛྡᩍᤵ 

  ᶓ⏿⣖ ✑⨾㔜ᒸࠊ1 ἈᬛᏊࠊ1  Michael Higgins2ࠊ1

 

22.. ᢠᢠ DDiibb ᳨᳨ฟฟᝈᝈ⪅⪅ࡢࡢ⾑⾑ᾮᾮᆺᆺ࣭࣭つつ๎๎ᢠᢠయయࡢࡢࢻࢻ࣮࣮࢝࢝ⓎⓎ⾜⾜ᙜᙜ㝔㝔ࡿࡿࡅࡅ࠾࠾ⓎⓎ⾜⾜ᐇᐇ⦼⦼࡚࡚࠸࠸ࡘࡘ  

    1ᚨᓥᏛ㝔 ㍺⾑࣭⣽⬊⒪㒊2ྠࠊ ⾑ᾮෆ⛉ 

  ᑠ⏣┤㍤ ⨾ᮏ᭸℧ࠊ1 ఢᜨ㔛ຍࠊ1 㧗ᶫἋࠊ1 ᡃ㒊බᏊ᭮ࠊ1 ᮌᾈ୕ࠊ2 ,1 1 

 

33.. ᓥᓥ᰿᰿┴┴ࡢࡢ㍺㍺⾑⾑⏝⏝⾑⾑ᾮᾮ〇〇౪౪⤥⤥㔞㔞ࡢࡢᩘᩘ⪅⪅⾑⾑⫣⫣⌧⌧≧≧  

 ᓥ᰿┴㉥༑Ꮠ⾑ᾮ࣮ࢱࣥࢭ 

 ᮧୖ┿⿱ᏊࠊỌᑿ♸㤶㔛ࠊΎỈኈࠊⴥ⊁ᚭࠊణ㤿ྐே 

 

44.. ⾑⾑ᾮᾮ〇〇ⓎⓎὀὀࡢࡢ࣒࣒ࢸࢸࢫࢫࢩࢩ౽౽ᛶᛶ᳨᳨ࡢࡢウウ㸫㸫ᙜᙜ㝔㝔ᐟᐟ᪥᪥┤┤⪅⪅ᑐᑐࡾࡾࡼࡼࢺࢺ࣮࣮ࢣࢣࣥࣥࡿࡿࡍࡍ㸫㸫  

 ᗈᓥᏛ㝔 ㍺⾑㒊 

 ᕝ⿱⳹ࠊ㔝㛫ៅᑜࠊᰩ⏣⤮⨾ࠊᒣᒸឡᏊࠊ▮ෆ⥤ెࠊᑠᯇ┿⏤⨾ࠊ᯽ཎ┿⏤ 

 ᑠᕝⱱᶞࠊ㰺㒓Ⳁዉࠊ土▼ᕝెୡࠊ▼⏣ㄔᏊࠊᒣ㷂ᑦஓࠊ⸨㍤ஂ 
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II.  輸輸血血⟶⟶⌮⌮・・ရရ㉁㉁・・ᩍᩍ⫱⫱          13：55～14：25 

 座座長長：：ඤඤ⋢⋢  ࡿࡿみみ（（島島᰿᰿大大学学་་学学部部㝃㝃ᒓᒓ病病院院  輸輸血血部部））  

55.. 㧗㧗ᙇᙇ࣑࣑ࣥࣥࣈࣈࣝࣝ〇〇ࡢࡢ⏝⏝≧≧ἣἣ  

1ᕝᓮ་⛉Ꮫ㝃ᒓ㝔 ㍺⾑㒊2ࠊᕝᓮ་⛉Ꮫ㝃ᒓ㝔 ┳ㆤ㒊 

3ᕝᓮ་⛉Ꮫ ⾑ᾮෆ⛉4ࠊᕝᓮ་⒪⚟♴Ꮫ ་⒪ᢏ⾡Ꮫ㒊 ⮫ᗋ᳨ᰝᏛ⛉ 

ᩥᒇᾴᏊ ௰ᐩஂỤࠊ1 ᬛᏊ⏣ྜྷࠊ1 ⨾Ọᬛࠊ1 ࡽࡃࡉ㔝ୖࠊ1 ୰᱒㐓༤ࠊ1 4 

ᮧୖ⨾㤶 ୰ᒣ᪩ⱑࠊ2 Ᏻᬕஅ㐍ࠊ2 ΎỈ㔛⣪ࠊ3 ⏕㏆⸨ⱥࠊ3 ✑⚽⏣ࠊ3 3 

 

66.. 㛗㛗ᮇᮇ⤖⤖ಖಖᏑᏑࡓࡓࡋࡋᮎᮎᲈᲈ⾑⾑ᖿᖿ⣽⣽⬊⬊ࡢࡢ⏕⏕⣽⣽⬊⬊⋡⋡ࡿࡿࡼࡼရရ㉁㉁ホホ౯౯  

    1㤶ᕝᏛ་Ꮫ㒊㝃ᒓ㝔 ᳨ᰝ㒊2ྠࠊ ㍺⾑㒊3ྠࠊ ⾑ᾮෆ⛉ 

  ⏣୰ᖾᰤ ዲ♸㤶୕ࠊ2 ,1 ෆᙲᾈ➉ࠊ2 ,1 ෆ⏣ಇᖹࠊ2 ,1 ᮌ⏣₶୍㑻ࠊ3 ,2 ᮧ㯞ᕼᏊ᳜ࠊ3 ,2 3 

⸨⏣ᬕஅ ಟࠊ3 㛛⬥๎ගࠊ3 2, 3 

 

77.. ᙜᙜ┤┤⪅⪅ࢆࢆᑐᑐ㇟㇟ࡳࡳ⤌⤌ࡾࡾྀྲྲྀࡢࡢࢢࢢࣥࣥࢽࢽ࣮࣮ࣞࣞࢺࢺ⾑⾑㍺㍺ࡓࡓࡋࡋ  

ᯇỤ㉥༑Ꮠ㝔 ᳨ᰝ㒊 

ᒸᮧࠊࡸࡉぢᒣ୍ࠊ㒊ྐஓࠊ㘊⧊ᫀ᫂ 

 

ఇ᠁                   14：25～14：40 

 

III. 輸輸血血ᴗᴗົົ・・᳨᳨ᰝᰝ         14：40～15：10 

座座長長：：୕୕島島  ΎΎྖྖ（（山山㝧㝧ዪዪᏊᏊ▷▷ᮇᮇ大大学学  ⮫⮫ᗋᗋ᳨᳨ᰝᰝ学学⛉⛉））  

88.. つつ๎๎ᢠᢠయయ᳨᳨࡛࡛ࢢࢢࣥࣥࢽࢽ࣮࣮ࣜࣜࢡࢡࢫࢫฟฟࡓࡓࢀࢀࡉࡉ MMiilltteennbbeerrggeerr 㛵㛵㐃㐃ᢠᢠయయࡢࡢ 22   

ᓥ᰿┴❧୰ኸ㝔 ᳨ᰝᢏ⾡⛉ 

⣒㈡┿ேࠊᡂ┦㝧㤶ࠊ⯚ᮌᬛ⨾ࠊ㡿ᐙᩗᏊ 

 

99.. ᐮᐮ෭෭จจ㞟㞟⣲⣲ࡿࡿࡼࡼᙉᙉ࠸࠸⮬⮬ᕫᕫจจ㞟㞟࡛࡛㍺㍺⾑⾑᳨᳨ᰝᰝุุࡢࡢᐃᐃⱞⱞ៖៖୍୍ࡓࡓࡋࡋ  

ᗈᓥᏛ㝔 ㍺⾑㒊 

  㰺㒓Ⳁዉࠊ㔝㛫ៅᑜࠊᰩ⏣⤮⨾ࠊᒣᒸឡᏊࠊ▮ෆ⥤ెࠊᑠᯇ┿⏤⨾ 

  ᯽ཎ┿⏤ࠊᑠᕝⱱᶞࠊᕝ⿱⳹ࠊ土▼ᕝెୡࠊ▼⏣ㄔᏊࠊᒣ㷂ᑦஓࠊ ⸨㍤ஂ 

 

1100.. ⾑⾑ᾮᾮᝈᝈࡿࡿࡼࡼᢠᢠཎཎῶῶᙅᙅࡀࡀࡓࡓࢀࢀࢃࢃ 11   

  ᯇỤ㉥༑Ꮠ㝔 ᳨ᰝ㒊 

  ぢᒣ୍ࠊᒸᮧࠊࡸࡉ㒊ྐஓࠊ㘊⧊ᫀ᫂ 
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IV. 輸輸血血⮫⮫ᗋᗋ               15：10～15：40 

座座長長：：ᮧᮧ  ₶₶（（㧗㧗▱▱大大学学་་学学部部㝃㝃ᒓᒓ病病院院  輸輸血血・・細細胞胞治治療療部部））  

1111.. ᡂᡂ⇍⇍ወወᙧᙧ⭘⭘⥆⥆ⓎⓎࡓࡓࡋࡋ⮬⮬ᕫᕫචචᛶᛶ⁐⁐⾑⾑ᛶᛶ㈋㈋⾑⾑ࡢࡢ 22   

    1ᓥ᰿Ꮫ་Ꮫ㒊㝃ᒓ㝔 ᳨ᰝ㒊2ྠࠊ ㍺⾑㒊 

  ▼ཎᬛᏊ ࡳࡿ⋣ඤࠊ1 ㊊❧⤮㔛ຍࠊ 1 ⨾ᐃ᪉ᬛࠊ1 ཎᏱᚿ⸩ࠊ1 㛫㯞Ꮚ⚟ࠊ1 1  

  ᚋ⸨᭶⨾ 㔝ᙲ୕▮ࠊ1 ୖᨻᘺࠊ1 ㇂➉ࠊ2 2 

 

  ⾑⾑㍺㍺ࡢࡢ⪅⪅ᾮᾮᆺᆺᝈᝈ⾑⾑࡞࡞⛥⛥ ..1122

    1ឡ┴❧୰ኸ㝔 ᳨ᰝ㒊2ྠࠊ ᚰ⮚⾑⟶እ⛉3ྠࠊ ⾑ᾮෆ⛉ 

  ▼⏣⏤㤶 ᒸ㍤ᶞ➉ࠊ1 டᒸ༓ᫎᏊࠊ1 ᕝᮏගỤࠊ1 ᡞ㇂ᾈ▼ࠊ1 ⏤୍㑻ྡࠊ2 3 

 

1133.. ⾑⾑ AA ಖಖᅉᅉ⪅⪅ࡿࡿࡅࡅ࠾࠾ேேᕤᕤ⫤⫤㛵㛵⠇⠇⨨⨨⾡⾡ࡢࡢ⤒⤒㦂㦂ࠥࠥจจᅛᅛᅉᅉᏊᏊάάᛶᛶ⾡⾡୰୰ฟฟ⾑⾑㔞㔞㛵㛵ࡿࡿࡍࡍ

⪃⪃ᐹᐹࠥࠥ  

ᗈᓥᏛ㝔 ㍺⾑㒊 

⸨㍤ஂࠊ土▼ᕝెୡࠊᒣ㷂ᑦஓ 

 

ఇ᠁                   15：40～15：50 

 

≉≉ููㅮㅮ演演                 15：50～16：50 

座座長長：：➉➉㇂㇂  （（島島᰿᰿大大学学་་学学部部ᑠᑠඣඣ⛉⛉））  

 

5500ࠕࠕ  ᖺᖺᚋᚋᡂᡂຌຌࡿࡿࡍࡍ〇〇㐀㐀ᇶᇶ┙┙ࡣࡣఱఱ㸽㸽ࠖࠖ    

 

  ி㒔Ꮫ iPS ⣽⬊◊✲ᡤ࣭Ꮫ㝔་Ꮫ◊✲⛉ ᩍᤵ  

  ༓ⴥᏛ ་Ꮫ◊✲㝔 ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ⏕་Ꮫศ㔝 ᩍᤵ  

                            Ụ⸨ ᾈஅ ඛ⏕ 

 

 

㛢㛢会会挨挨拶拶                 16：50～17：00 

  㛗㸸➉㇂ （ᓥ᰿Ꮫ་Ꮫ㒊ᑠඣ⛉） 



特別講演抄録
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50 年後に成功する製造基盤とは何か？ 

 

江藤浩之（えとう こうじ） 

京都大学 iPS 細胞研究所 臨床応用研究部門（幹細胞応用分野教授）  

千葉大学 医学研究院 （イノベーション再生医学分野 教授） 

 

 

血小板製剤に関しては、献血システムのより高度な安全性追求、および、室温保存

が必須な血小板の保存期間延長のチャレンジングが世界各国で続けられてきている

が、過去 20 年間、劇的なブレークスルーは無かったと言える。 

他方、血小板代用物の生体外人工製造は誰もが思いつくアイデアと思うが、言うは

易く行うは難しの典型で、日赤供給の 10 単位である 2000 億個の血小板と同等の“品

質”を持った人工血小板を製造、供給することは“絶対に不可能”と言うのがこの業界

での常識とされてきた。実際、10 年以上前、研究費申請した際には、2000 億個を製

造することは不可能で無駄な研究費ですね、という指摘を審査員から受けている。そ

の後、私たちは、2000 億個の iPS 細胞由来の人工血小板製剤を製造可能なレベルま

で到達し、2019 年からは世界初の自家 iPS 血小板製剤の３回の用量漸増輸血による

安全性評価（臨床研究）を実施した。さらに、2021 年からは同種 iPS 血小板製剤の治

験が実施された。しかし、材料費、人件費を含む製造コスト高の解決法が見出せない

ままの治験では、上市製品としての価値は見出せず、治験は一旦中止状態となった。 

結核の特効薬、ストレプトマイシンが発見された当時の値段と現在の価格を皆さん

はご存知でしょうか？どうして、これほどの値下げが可能になったかを考察すれば答え

は見えてくる。CAR-T 製剤が上市され、現在、数千万円の価格で提供されているが、

これも値段が下がるのは時間の問題だと思われる。 

先ずは、どんなにコストがかかろうとも、品質保証された最終製品を製造できることを

科学的に証明する。そのメカニズムをしっかりと検証し、既存の概念を超えた材料や製

造システムを開発すること 50 年先を見据えた基盤になると信じる。 
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䛆䛆䛤䛤␎␎ṔṔ䛇䛇 

  

現現  職職  

京都大学 iPS 細胞研究所・大学院医学研究科 䠋教授 

千葉大学 医学研究院 イノベーション再生医学分野 䠋教授 

 

 

学学  歴歴  

ᖹ成 2 年 山医科大学医学部 ༞業  

ᖹ成 8 年 山医科大学大学院（生理⣔）ಟ  

 

 

職職  歴歴  

ᖹ成 2 年䡚4 年 国ᐙබ務ဨඹ῭組ྜの㛛院ෆ科䝺䝆䝕ン䝖 

ᖹ成 4 年䡚8 年 大学院（ᩚ⬦発生ᶵᵓおよびに⮫ᗋ） 

う䛱ᖹ成 6 年䡚8 年 㡞ᓮ相互院ෆ科（一般ෆ科の⮫ᗋ） 

ᖹ成 8 年䡚11 年 ᖇ京大学医学部ෆ科 CCU ຓᡭ（ᚠ⎔ჾෆ科） 

ᖹ成 11 年䡚15 年 ⡿国 Scripps 研究所༤ኈ研究ဨ及び上⣭スタッフ研究ဨ 

ᖹ成 15 年 11 月䡚20 年 ᮾ京大学医科学研究所 ຓᡭ䡡ຓ教（中ෆၨ光教授䠖現、Stanford 大学

Stem Cell Institute/医学部教授） 

ᖹ成 21 年 1 月䡚23 年 6 月 ᮾ京大学医科学研究所ステ䝮䝉ル䝞ン䜽特௵教授（⊂立） 

ᖹ成 23 年 7 月䡚現在 京都大学 iPS 細胞研究所（山中ఙᘺ所㛗）⮫ᗋᛂ⏝研究部㛛 教授 

ᖹ成 23 年 10 月〜現在 京都大学大学院医学研究科 教授（ᖿ細胞ᛂ⏝分野） 

ᖹ成 28年 10月䡚現在 千葉大学医学研究院 イノベーション治療学部㛛 イノベーション再生医

学分野 教授（䜽ロス䜰䝫イン䝖）  

（ᖹ成 29 年 4 月〜௧ 2 年 3 月䠖千葉大学再生治療学研究䝉ンター㛗、௧ඖ年 7 月〜現在䠖

千葉大学特定ㄆ定再生医療➼ጤဨ会 ጤဨ㛗） 

௧ 4 年 4 月〜 京都大学 iPS 細胞研究所 ⮫ᗋᛂ⏝研究部㛛㛗 
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一般演題抄録
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11.. 採採血血現現場場ででのの英英会会話話  
  

 � 1)山口県赤十字血液センター、2)山口大学名誉教授 
�  横畑和紀 1)、重岡美穂 1)、沖智子 1)、Michael Higgins2)�

�

【緒言】��

山口県において、日本語でコミュニケーションが困難な献血者は大学の留学生、研究者、

米軍基地関係者が主でその数は少ないが、在留外国人数は増加している。献血会場で英語

での運用が容易になれば外国人献血者も来場しやすくなりその増加が期待される。今回、

我々は山口県赤十字血液センターの採血現場で使われている会話を基に英語会話集を作成

したので紹介する。��

【方法】��

山口県赤十字血液センターの献血ルーム、献血バスにおける採血前検査、採血で実際に交

わされている会話を集めて英語に翻訳し、native speaker による校正を受けた。��

【結果】��

採血現場での会話 65 文からなる会話集を作成した。その一部を供覧する。��

【考察】��

採血現場での会話は、献血会場に限らず医療施設の採血室、点滴室、化学療法室等でも共

通の部分が多いので、それぞれの施設が会話集を作る際に役立つと考える。今後は会話集

を紙上公開し、また音声データを作成して容易にアクセスできるようにする。�

� �
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22.. ᢠᢠ DDiibb 検検ฟฟᝈᝈ者者のの血血液液ᆺᆺ࣭࣭つつ๎๎ᢠᢠయయ࢝࢝ーーࢻࢻののⓎⓎ⾜⾜ととᙜᙜ㝔㝔ににおおけけるるⓎⓎ⾜⾜

実実⦼⦼ににつついいてて  
 

  � 1)ᚨᓥ大学㝔� ㍺血࣭⣽⬊療部、2)ྠ� 血液ෆ⛉� 
� � ᑠ⏣┤㍤ 1)、℧本᭸美 1)、ఢᜨ㔛加 1)、㧗ᶫἋ 1)、᭮我部公子 1)2)、୕ᮌᾈ和 1) �
�
【はࡌめに】�

ᙜ㝔では2015ᖺ௨㝆、⛥な血液ᆺや㧗㢖ᗘᢠཎにᑐするつ๎ᢠయをಖ᭷するᝈ者にᑐし、

血液ᆺ࣭つ๎ᢠయ࢝ーࢻをⓎ⾜している。今回、ᢠ Dibを検ฟしたᝈ者の࢝ーࢻⓎ⾜

と࠶わࡏてᙜ㝔におけるⓎ⾜実⦼をሗ࿌する。��

【結果】�

70 ṓ௦ዪᛶ。㍺血Ṕ࠶り。⭜部⬨ᰕ⟶⊃✽のᡭ⾡┠ⓗで受デした。ࣛ࢝ムจ集法(LISS-
IAT)はすての血⌫で㝧ᛶ、ヨ㦂⟶法(PEG-IAT)も⮬ᕫᑐ↷を㝖くすての血⌫で㝧ᛶと

なり、㧗㢖ᗘᢠཎにᑐするᢠయがわれた。ᝈ者血₢とྛ✀赤血⌫のᛂは Di(a-b+) 3 本

と PEG-IAT(3+)、Di(a+b-)�6 本と PEG-IAT(-)でࡗ࠶た。ྛ✀ᢠ Dibとᝈ者赤血⌫とのᛂ

はࣔࣀクࣟーࢼルᢠ Dib(-)、ࢺࣄ⏤来ᢠ Dib(-)でࡗ࠶た。௨上の結果から血₢୰のᢠయはᢠ

Dibとྠᐃされた。今回のᡭ⾡では㍺血せでࡗ࠶た。⮫ᗋഃと┦ㄯし、今後にഛえて࢝ー

��。をⓎ⾜したࢻ

ᙜ㝔における࢝ーࢻⓎ⾜実⦼は 29 ࠶り、血液ᆺは 20 (ளᆺ�ࡕり、う࠶(2�࣓ࣛ࢟、18

12 が cisA2B3ᆺでࡗ࠶た。つ๎ᢠయは 9 (ᢠ Jra�5、ᢠ Dib�2、ᢠ KANNO�2)でࡗ࠶

た。��

【まとめ】�

㍺血関㐃ሗをの医療ᶵ関と共᭷するࡇとはᏳな㍺血を⾜う上で᭷用なᡭẁで࠶る。

≉に血液ᆺやつ๎ᢠయの☜ᐃが困難なᝈ者については㍺血せなでࡗ࠶ても血液

ᆺ࣭つ๎ᢠయ࢝ーࢻをⓎ⾜するࡇとで、ᑗ来ⓗな㍺血の㐜ᘏ回㑊や㐺ྜ㍺血㜵Ṇに役立

つとᛮわれる。��

� �
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33.. ᓥᓥ᰿᰿県県のの㍺㍺血血用用血血液液〇〇供供⤥⤥㔞㔞とと献献血血者者数数のの現現≧≧  
 

 ᓥ᰿県赤十字血液センター 
� � ᮧ上┿⿱子、Ọᑿ♸㤶㔛、ΎỈኈ、ⴥ⊁ᚭ、ణ㤿ྐ人 
�
【はࡌめに】�

᪂ᆺコࣟ࢘ࢼルス（COVID-19）ឤᰁのᘏにకう供⤥㔞や献血者数のኚ化が考えら

れたため、ᓥ᰿県ෆの㐣ཤ 6 ᖺ㛫の供⤥㔞や献血者数の᥎⛣について検ウした。��

【供⤥㔞】�

ᓥ᰿県の供⤥㔞を国とẚ㍑すると、赤血⌫〇は大きなኚ化はなく、血ᑠᯈ〇は国で

は௧和 2 ᖺᗘの供⤥㔞が大きくῶ少しているのにᑐし、ᓥ᰿県では⦆ᚎなῶ少ഴྥを♧し

た。血₢〇は国ではῶ少ഴྥにᑐし、ᓥ᰿県では௧和 2 ᖺᗘ௨㝆増加ഴྥを♧した。��

【献血者数】�

ᓥ᰿県の献血者⥲数は、COVID-19 のὶ⾜に関係なく、௧和 2 ᖺᗘがࣆークで増加ഴྥと

なࡗた。ᖺ௦ูでは、40 ௦が᭱も多く 50、60 ௦も増加ഴྥとなࡗた一方、10 ௦、20 ௦の

献血者は、௧和 2 ᖺᗘ௨㝆ῶ少した。ࡇれは、COVID-19 のᙳ㡪で学ᇦのバス⛣ື採血

の受けධれが困難になࡗていたࡇとが⌮⏤の一つと考えられた。��

【結語】�

国では、COVID-19 のᙳ㡪で௧和 2 ᖺᗘの供⤥㔞のῶ少がࡳられたが、ᓥ᰿県では供⤥

㔞に大きな増ῶはなかࡗた。そのため、今後もྠ⛬ᗘの供⤥㔞になるࡇとがண される。し

かし、㧗㱋化が㐍ࡴ୰で、献血ྍ⬟人口はῶ少するࡇとがண されるため、献血者の☜ಖが

重せになࡗてくる。≉に COVID-19 のᙳ㡪でῶ少しているⱝᖺᒙの献血ᶵ会を☜ಖしてい

くࡇとや、ᑗ来の献血者にᑐしてのၨⵚάືを⾜うࡇとが重せで࠶る。��

�
� �
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44.. 血血液液〇〇ⓎⓎὀὀシシススࢸࢸムムのの౽౽ᛶᛶのの検検ウウ㸫㸫ᙜᙜ㝔㝔ᐟᐟ日日┤┤者者ににᑐᑐすするるアアンンケケーーࢺࢺ

よよりり㸫㸫  
 

 ᗈᓥ大学㝔� ㍺血部 
 ᕝ⿱⳹、㔝㛫ៅᑜ、ᰩ⏣⤮美、山岡ឡ子、▮ෆ⥤ె、ᑠᯇ┿⏤美、᯽ཎ┿⏤、 
� � ᑠᕝⱱᶞ、㰺㒓Ⳁዉ、ᅵ▼ᕝెୡ、▼⏣ㄔ子、山㷂ᑦஓ、⸨㍤ஂ 
�
【はࡌめに】�

血液〇Ⓨὀシスࢸム㸦௨ୗ、WEB Ⓨὀシスࢸム㸧のᑟධが国で᥎㐍されており、ᙜ㝔

でも 2022 ᖺ 8 ᭶から日ᖏ㸦㍺血部スタࣇࢵのࡳ㸧に限り使用を開ጞし、2023 ᖺ 1 ᭶よ

り㛫ᖏとした。ࡇのᗘ、ᑟධ後の≧ἣをᢕᥱするためᐟ日┤者にᑐしてアンケーࢺㄪ査

を実施したのでሗ࿌する。 
【方法】�

ᐟ日┤者 33 名㸦㍺血部 8 名+検査部 25 名㸧をᑐ㇟に、使用≧ἣ、ᡤឤなを↓グ名グ㍕と

した。 
【結果】�

〇Ⓨὀにかかる㛫は 5 分௨ෆが 22 名、6 分௨上が 11 名で、ᚑ来の FAX とẚ㍑してᡤ

せ㛫は㛗くなࡗたが 20 名でࡗ࠶た。⌮⏤として 1.使用日ධຊやᝈ者㆑ูのḍがないため

ഛ考ḍධຊをせす、2.使用日と⣡ရ日のࢵ࢙ࢳクᶵ⬟がない、3.ࢺࢵࢿ᥋⥆㛫、また࣐

ニュアル☜ㄆに㛫をせすなでࡗ࠶た。また⣡ရに⣡ရఏ⚊のᯛ数が多く↹㞧という

ពぢもぢられた。Ⰻくなࡗた点はᢠཎ㝜ᛶ血のᢠཎ㑅ᢥが容易、Ⓨὀ〇の☜ㄆが㝶ྍ⬟

ながᣲࡆられた。 
【まとめ】�

ᝈ者㆑ูをᚲせとする≉Ṧ〇を多くⓎὀする施設においては、ഛ考ḍにሗをධຊする

ᚲせᛶが࠶るな WEB Ⓨὀシスࢸムを用する点がぢいࡏࡔていない。2024 ᖺ 4 ᭶に

WEB Ⓨὀ㠃⛣⾜がணᐃされているが、ḟඖバーコーࢻにᑐᛂしていない医療ᶵ関で

は、㠀ᖖに困るࡇとがணされる。㍺血部㛛シスࢸムのࡳならず、WEB Ⓨὀシスࢸムにも

さらなるᨵၿをᮃࡴ。 �
�
� �
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55.. 㧗㧗ᙇᙇアアルルࣈࣈミミンン〇〇のの使使用用≧≧ἣἣ  
 
1)ᕝᓮ医⛉大学㝃ᒓ㝔� ㍺血部、2)ᕝᓮ医⛉大学㝃ᒓ㝔� ┳ㆤ部、��

3)ᕝᓮ医⛉大学� 血液ෆ⛉、4)ᕝᓮ医療⚟♴大学� 医療ᢏ⾡学部� ⮫ᗋ検査学⛉��

� � 文ᒇᾴ子 1)、௰ᐩஂỤ 1)、ྜྷ⏣智子 1)、Ọ智美 1)、㔝上さくら 1)、୰᱒㐓༤ 4)、�

� � ᮧ上美㤶 2)、୰山᪩ⱑ 2)、Ᏻᬕஅ㐍 3)、ΎỈ㔛⣪ 3)、㏆⸨英生 3)、和⏣⚽穂 3)�
�

【はࡌめに】�

ᙜ㝔㍺血部では 2017 ᖺ 4 ᭶からアルࣈミン(௨ୗ Alb)〇一ඖ⟶⌮を⾜ࡗており、㍺血⟶

⌮ᩱϨをྲྀᚓしている。ྲྀᚓᙜึは Alb 〇の㐣な౫㢗にᑐして 20%Alb を᥎㐍し

25%Alb と୪⾜して⟶⌮していたが、㐺正使用が㐍2022、ࡳ ᖺ 7 ᭶からは 25%Alb に一本

化した。その後、⣙一ᖺが⤒㐣したので⟶⌮ᩱྲྀᚓ後の㧗ᙇ Alb 〇の使用≧ἣとేࡏて

ືྥについてㄪ査した。�

【ᑐ㇟】�

2017 ᖺ 4 ᭶㹼2023 ᖺ 6 ᭶の期㛫にᢞされた㧗ᙇ Alb 〇についてᖺ㛫使用㔞、Alb/RBC
ẚ、血₢交使用㔞等をㄪ査した。�

【ືྥ】�

運用ኚ᭦の前後 1 ᖺ㛫をẚ㍑したとࢁࡇ、使用㔞は 11,135g→13,100g とやや増加したが、

ẖ᭶の Alb/RBC ẚは㍺血⟶⌮ᩱϨの⟶⌮基‽で࠶る 2.0 ᮍ‶を⥔ᣢできていた。また、

2020 ᖺ 7 ᭶からจᅛᅉ子の⿵をᚲせとしない血₢交については㧗ᙇ Alb による血₢交

をᥦしており、2023 ᖺ 6 ᭶までに⾜われた血₢交 27 のうࡕ Alb により⾜われ

たのは 26 (使用㔞㸸62.5g㹼700g、ᖹᆒ使用㔞㸸353.4g)でࡗ࠶た。ᑐ㇟ᝈは៏ᛶ⅖

ᛶ⬺㧊ᛶ多Ⓨ⚄⤒⅖が 4 と᭱も多く、ḟいでど⚄⤒⬨㧊⅖、㎶⦕⣔⬻⅖、Ỉ⑁ᛶ㢮ኳ⑁⒔

でࡗ࠶た。�

【考察】�

㧗ᙇ Alb 〇を 25%に一本化し、㧗⃰ᗘ〇使用をᕼᮃするデ療⛉のせᮃにἢうᙧで 1 ᖺ

が⤒㐣した。結果、使用㔞はษり᭰え前後 1 ᖺ㛫でやや増加したが、⟶⌮基‽は⥔ᣢできて

いる。加えて FFP による血₢交はῶ少したため、今後は FFP についても⟶⌮基‽⥔ᣢ

できるよう㐺正に⟶⌮していきたいと考える。�

�
� �
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66.. 㛗㛗期期結結ಖಖᏑᏑししたたᮎᮎᲈᲈ血血ᖿᖿ⣽⣽⬊⬊のの生生⣽⣽⬊⬊⋡⋡にによよるるရရ㉁㉁ホホ౯౯  
 

    1)㤶ᕝ大学医学部㝃ᒓ㝔� 検査部、2)ྠ� ㍺血部、3)ྠ� 血液ෆ⛉� 
� � ⏣୰ᖾᰤ 1)2)、୕ዲ♸㤶 1)2)、➉ෆᙲᾈ 1)2)、ෆ⏣ಇᖹ 2)3)、ᮌ⏣₶一㑻 2)3)、᳜ᮧ㯞ᕼ子 3)、� � � � �

� � ⸨⏣ᬕஅ 3)、今ಟ 3)、㛛⬥๎ග 2)3)�
�
【はࡌめに】�

ᙜ㝔㍺血部では採ྲྀしたᮎᲈ血ᖿ⣽⬊を、ಖᏑ期限をᐃめずに結ಖᏑしている。㛗期㛫ಖ

Ꮡされた㐀血ᖿ⣽⬊のရ㉁をㄪ査するために、ಖᏑ期㛫と⣽⬊ຎ化の関係を岝生⣽⬊⋡と生

Ꮡ CD34 㝧ᛶ⣽⬊⋡でホ౯した岞 �
【方法】�

2004 ᖺ 4 ᭶から 2021 ᖺ 3 ᭶の㛫にᙜ㝔で結ಖᏑし、ᗫᲠணᐃとなࡗたᮎᲈ血ᖿ⣽⬊ 50
をᑐ㇟に岝ゎ後の生⣽⬊⋡(7-AAD法)とCD34㝧ᛶ⣽⬊⋡(Stem-Kit)をࣟࣇー࣓ࢺࢧ

ーター (BC) で ᐃした。またࣃࣜࢺンࣈルー法でもホ౯した。結方法は、⣽⬊と 25%
アルࣈミンῧ加 CP-1 を等㔞ΰྜし、ࣟࣇーࢬバࢢࢵ F-100(ニࣟࣉ)分ὀ後、⡆易結法

(-80Υ)で結した。その後、ᶵᲔᘧ㉸ప ࣜࣇーࢨー(-140Υ、㐃⥆ ᗘࣔニター⟶⌮)でಖ

Ꮡした。��

岧結果岨 
⤒㐣᭶数(ࣧ᭶)を X ㍈、生⣽⬊⋡(7-AAD、%)を Y ㍈として一ḟ回ᖐᘧで㏆ఝ┤⥺を⟬ฟす

ると y=-0.051x+83.17(R²=0.074)と㈇の┦関がࡗ࠶た。結ಖᏑ前後の CD34 㝧ᛶ⣽⬊⋡は

᭷ពなኚ化はなかࡗた(p=0.117)岞7-AAD とࣃࣜࢺンࣈルー法の生⣽⬊⋡にはᙅいが正の┦

関(ഴき 0.659岝ษ∦ 24.97岝R²=0.444)がࡗ࠶た岞 �
【まとめ】�

⣽⬊の結࣭ゎによる生⣽⬊⋡のపୗは 30㸣を㉸㐣しないࡇとが⌮ⓗと考えられる岞
我々の㛗期㛫ಖᏑした㐀血ᖿ⣽⬊のရ㉁ホ౯では、CD34 㝧ᛶ⣽⬊⋡の㢧ⴭなపୗはなかࡗ

たが岝生⣽⬊⋡はᖺ⋡ 0.6%でῶ少するため岝⣽⬊ຎ化を考៖し 70%௨上のࣜ࢝バࣜーをᚓ

るには⣙ 20 ᖺ௨ෆの使用がᮃましいと考えられる岞ࣃࣜࢺンࣈルー法は生⣽⬊⋡を㐣大ホ

౯するྍ⬟ᛶが࠶りホ౯にはៅ重をせする。�

�
� �
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77.. ᙜᙜ┤┤者者ををᑐᑐ㇟㇟ととししたた㍺㍺血血ࣞࣞࢺࢺーーニニンンࢢࢢののྲྀྲྀりり⤌⤌ࡳࡳ  
 
ᯇỤ赤十字㝔� 検査部 
岡ᮧさやか、ぢ山一、部ྐஓ、㘊⧊ᫀ᫂ 

�
【はࡌめに】�

ᙜ㝔ではኪ㛫࣭ఇ日の検య検査、ᚰ㟁ᅗ検査およࡧ㍺血ᴗົを⮫ᗋ検査ᢏᖌ 2 名のᙜ┤య

ไで⾜ࡗている。ᙜ┤ᴗົをᢸう⮫ᗋ検査ᢏᖌは 32 名で、そのうࡕ㍺血⟶⌮室ᡤᒓのᢏᖌ

は 3 名、ṧりの 29 名は日ᖏで㍺血ᴗົにᦠわらないᢏᖌがᢸࡗている。よりᏳなᙜ┤

యไを┠ᣦし、ᖹ成 22 ᖺより検査ᙜ┤者をᑐ㇟としてẖᖺ一回実施しているᙜ┤ࣞࢺーニ

ンࢢについてሗ࿌する。��

【方法】�

ᖺに一ᗘ、ᙜ┤ᴗົにᚑするᢏᖌဨをᑐ㇟として実施する。ᴗົ㛫ෆに⾜い、ཎ๎ⓗ

に一人ずつ、一回のᡤせ㛫は 30 分⛬ᗘを┠Ᏻとする。ෆ容は前ᖺと重」しないよう留ព

している。�

【ෆ容】�

㐣ཤに実施したᙜ┤ࣞࢺーニンࢢのෆ容について紹介する。⮬ືᶵჾによる検査でุᐃಖ

留を♧した検యのᑐᛂ、ヨ㦂⟶法による血液ᆺ検査࣭交ᕪ㐺ྜヨ㦂のᡭᢏの☜ㄆ࣭ᣦᑟ、

血液ᆺ検査でண期ࡠࡏᛂをㄆめた場ྜのᑐᛂ、ᴗົ୰に実際に㉳ࡗࡇたを基にした

ケーススタデ、จ集ุᐃの┠ྜわࡏ、血液〇の外ほ☜ㄆの࣏ンᩚࢺ⌮、⥭ᛴ㍺血の

ᑐᛂの⌮ゎᗘࢵ࢙ࢳク、医ᖌからのၥいྜわࡏにᑐするࣟールࣞࣉなを実施した。��

【結果】�

㍺血ᴗົは័れなᢏᖌにとࡗて㈇ᢸが大きく、ẖᖺ⾜うࣞࢺーニンࢢは㈇ᢸ㍍ῶに大き

く㈉献していると考える。今回、ࡇれまでに⾜ࡗたࣞࢺーニンࢢを㋃まえてᑐ㇟者にアンケ

ーࢺをとࡗた。ᙜ日はその結果を㋃まえሗ࿌したい。��

�
� �
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88.. つつ๎๎ᢠᢠయయススククࣜࣜーーニニンンࢢࢢでで検検ฟฟさされれたた MMiilltteennbbeerrggeerr 関関㐃㐃ᢠᢠయయのの 22   
 
ᓥ᰿県立୰ኸ㝔 検査ᢏ⾡⛉ 
⣒㈡┿人、成┦㝧㤶、⯚ᮌ智美、㡿ᐙᩗ子 

�
岧はࡌめに】�

Miltenberger ᢠཎ⩌は日本人ではప㢖ᗘᢠཎで࠶るため⮫ᗋ上ၥ㢟となるࡇとは⛥で࠶る

が、Miltenberger 関㐃ᢠయはにつ๎ᢠయスクࣜーニンࢢ検査で検ฟされ、ᢠయのྠᐃ

にᨭ㞀をきたす場ྜが࠶る。我々は Miltenberger 関㐃ᢠయが検ฟされた 2 を⤒㦂した

のでሗ࿌する。��

【 1岨 
20 ṓ௦ዪᛶ。⥭ᛴᖇ⋤ษ開┠ⓗにẕయᦙ㏦。ධ㝔のつ๎ᢠయスクࣜーニンࢢにて LISS-
IAT 㝧ᛶとなࡗた。ࢿࣃルセルによる⢭査では㝜ᛶ、ᢠ Diaをࡗての血⌫を㏣加するも

㝜ᛶとなࡗた。スクࣜーニンࢢ血⌫のᢠཎ⾲で Miaᢠཎ㝧ᛶの⾲グがࡗ࠶たため࣓ー࢝ーに

┦ㄯ、Mia㝧ᛶ血⌫のᥦ供を受け岝ࡇれらは LISS-IAT 㝧ᛶとなり、Miltenberger 関㐃ᢠయ

とྠᐃした。��

【 2岨 
60 ṓ௦⏨ᛶ。㏱ᯒに赤血⌫㍺血の౫㢗が࠶り、交ᕪ㐺ྜヨ㦂とྠに⾜ࡗたつ๎ᢠయ

スクࣜーニンࢢで㝧ᛶとなࡗた。 1 とྠᵝ、ࢿࣃルセルは㝜ᛶ、ᢠ Diaもྰᐃされ、Mia

㝧ᛶ血⌫を用いて Miltenberger 関㐃ᢠయとྠᐃした。��

【考察】�

 1 ではฟ⏘したඣの赤血⌫との PEG-IAT は㝜ᛶで࠶り、ࡇのᢠయはዷፎをዎᶵに⏘生

されたものではないと考えられた。 2 のᝈ者は⣙ 2 ᖺ前にもᙜ㝔で㍺血Ṕがࡗ࠶たが、

結ಖ⟶されていたᙜの検యでも Mia㝧ᛶ血⌫とのᛂは㝧ᛶとなࡗた。また岝୧者とも

血₢の DTT ฎ⌮にて㝜ᛶ化したため IgM ᆺの⮬↛ᢠయで࠶ると考えられた。��

【まとめ】�

Miltenberger 関㐃ᢠయを検ฟしたが 2 とも⮫ᗋ上はၥ㢟とならなかࡗた。ᢠཎ⾲と一

⮴しないᢠయを検ฟした場ྜは Miltenberger 関㐃ᢠయのྍ⬟ᛶも考៖するᚲせが࠶る岞�
�
� �
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99.. ᐮᐮ෭෭จจ集集⣲⣲にによよるるᙉᙉいい⮬⮬ᕫᕫจจ集集でで㍺㍺血血検検査査ののุุᐃᐃににⱞⱞ៖៖ししたた一一  
 
ᗈᓥ大学㝔� ㍺血部 

� � 㰺㒓Ⳁዉ、㔝㛫ៅᑜ、ᰩ⏣⤮美、山岡ឡ子、▮ෆ⥤ె、ᑠᯇ┿⏤美 
� � ᯽ཎ┿⏤、ᑠᕝⱱᶞ、ᕝ⿱⳹、ᅵ▼ᕝెୡ、▼⏣ㄔ子、山㷂ᑦஓ、 ⸨㍤ஂ 
�
【はࡌめに】�

ᐮ෭จ集⣲による⮬Ⓨจ集はしばしば㍺血検査にᙳ㡪をཬࡰすࡇとが࠶るが、ࡇのᗘᛂ

ᇦがᗈくᙉい⮬ᕫจ集で㍺血検査のุᐃにⱞ៖した一を⤒㦂したのでሗ࿌する。��

【】�

52 ṓ⏨ᛶ、ዲ㓟⌫ᛶ多Ⓨ血⟶⅖ᛶ⫗ⱆ⭘のいでᙜ㝔紹介。ึ デ、T-Bil 2.4g/dl岝LD 
589U/L岝ࣅࣟࢢࢺࣉࣁンٛ1 で⁐血ᡤぢをㄆめ、ᐮ෭จ集⣲౯ 512 ಸで CAD とデ᩿され

た。スࢻࣟࢸ療が開ጞされたが 1 㐌㛫後 Hb 9.8g/dl から 6.6g/dl とపୗし RBC2U を

加 ㍺血し 8.6g/dl に上᪼した。௨後、⤒㐣Ⰻዲで㏥㝔となࡗた。��

【㍺血検査結果】�

┤᥋ᢠࣜࣈࣟࢢンヨ㦂（AT㸸ᢠ IgG嵣ᢠ C3d嵣ᑐ↷生㣗）でて 2+岝血液ᆺ検査、つ๎ᢠ

య検査はࣛ࢝ムจ集法でて 3+㹼4+岞加 ᮲௳ୗでもุᐃ⬟でࡗ࠶た。0.01M ス࢜ࢳࢪ

ール(DTT)でᝈ者赤血⌫、血₢のά化ฎ⌮を実施後、ヨ㦂⟶法でのࢺࣞ DAT はて㝜

ᛶ化し、血液ᆺは O ᆺ RhD 㝧ᛶ、つ๎ᢠయ㝜ᛶとุᐃできた。血⌫⾲㠃に結ྜしている

ᢠయのゎᯒをࣟࣇーࣜࢺ࣓ࢺࢧーで⾜ࡗたとࢁࡇ、IgM ᆺᢠయのࡳが検ฟされた。��

【まとめ】�

CAD では、㍺血検査のุᐃにⱞ៖するࡇとが多いが、DTT を用いて IgM ᆺᢠయをά化

さࡏるࡇとで、᪩期に㍺血用〇の㑅ᢥに⮳ࡗたを⤒㦂した。ᐮ෭จ集⣲によるᙉい⮬

ᕫจ集のᑐฎ法として、DTT は⡆౽で࠶り᭷用でࡗ࠶た。��

�
� �
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1100.. 血血液液ᝈᝈにによよるるᢠᢠཎཎῶῶᙅᙅががわわれれたた 11   
 

� � ᯇỤ赤十字㝔� 検査部 
� � ぢ山一、岡ᮧさやか、部ྐஓ、㘊⧊ᫀ᫂ 
�
【はࡌめに】�

ABO ⛣⬊検査において、部分จ集（mf）のཎᅉとしてளᆺ࣭␗ᆺ㍺血後࣭㐀血ᖿ⣽ࢸࣔ࢜

᳜後࣭血液ᝈによるᢠཎῶᙅなが▱られている。��

【】�

87 ṓ、ዪᛶ。㝔よりỗ血⌫ῶ少にて紹介。紹介 WBC 3200/μL岝Hb 11.3g/dL岝PLT 
65000/μL岝血液ീにてⱆ⌫ 50.0٫岞ᛴᛶ㦵㧊ᛶⓑ血とデ᩿された。⩣日（Day1）岝血液

ᆺ検査がᥦฟされた。ࣛ࢝ムจ集法ではᢠ A（DP）ࠝ mf に┦ᙜ 、ࠞᢠ B（0）岝ᢠ D（4+）岝
Ctrl（0）岝A1 血⌫（0）岝B 血⌫（4+）となり、ABO 検査がࣛ࢘、検査がุᐃಖ留ࢸࣔ࢜

A ᆺ（⥲ྜุᐃもಖ留）岝RhD 㝧ᛶとなࡗた。ヨ㦂⟶法（検）でも、ᢠ A（mf）岝ᢠ B
（0）となり、ྠᵝのุᐃ結果となࡗた。ᢠ A にᑐする⿕จ集౯は 256 ಸ（ᑐ↷ 1024 ಸ）
でࡗ࠶た。つ๎ᛶのᢠ A1 はㄆめなかࡗた。Day5 よりアࢨシࢪࢳン、Day13 よりࢿ࣋ク

ࣞクスᢞ開ጞ。Day49 に血液ᆺ検査を⾜ࡗたがึ回とྠᵝの結果でࡗ࠶た。Day107 に血

液ᆺ検査を⾜ࡗたとࣛ࢝、ࢁࡇムจ集法でᢠ A（DP）では࠶るものの㝜ᛶ血⌫のྜが大

ᖜにῶ少し、ヨ㦂⟶法で㠀จ集の血⌫がㄆ㆑できない⛬ᗘになࡗていた。��

【考察】�

療後に部分จ集がῶ㏥したࡇとから、ཎᅉは血液ᝈによるᢠཎῶᙅで࠶ると考えられ

た。期㛫をおいて血液ᆺ検査を実施するࡇとがุ᩿に᭷用で࠶ると考えられた。��

�
� �
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1111.. 成成⇍⇍ወወᙧᙧ⭘⭘にに⥆⥆ⓎⓎししたた⮬⮬ᕫᕫචචᛶᛶ⁐⁐血血ᛶᛶ㈋㈋血血のの 22   
 

    1)ᓥ᰿大学医学部㝃ᒓ㝔� 検査部、2)ྠ� ㍺血部 
� � ▼ཎ智子 1)、ඤ⋢るࡳ 1) 、㊊立⤮㔛加 1)、ᐃ方智美 1)、⸨ཎᏱᚿ 1)、⚟㛫㯞子 1)、�

� � 後⸨᭶美 1)、▮㔝ᙲ୕ 1)、上ᨻᘺ 2)、➉㇂ 2) 

�
【はࡌめに】�

⮬ᕫචᛶ⁐血ᛶ㈋血ʤAIHAʥは、赤血⌫⭷ᢠཎにᑐする⮬ᕫᢠయが後ኳⓗに⏘生され、

赤血⌫が㞀ᐖを受けて⁐血するࡇとによࡗて生ࡌる㈋血でᅉは多ᒱにわたる。今回、我々

は成⇍ወᙧ⭘に⥆Ⓨした AIHA の 2 をሗ࿌する。�

【 1】�

5 ṓዪඣ、㢦ⰍⰋで受デ。Hb 5.5 g/dL、Reti 50.13×104/μl、T-Bil 2.9 mg/dL、LD 600 U/L、
┤᥋クームスヨ㦂ʤDATʥ㝧ᛶをㄆめ AIHA とデ᩿した。ྠにୗ⭡部に⭘⒗ゐ▱し、CT
で㦵前㠃にᄞ⬊ᛶ⭘⒗をㄆめた。ࢻࣞࣉニࣟࢰンʤPSLʥにより㈋血ᨵၿ後、⭘⒆ฟ⾡

ʤ⌮デ᩿㸸成⇍ወᙧ⭘ʥを⾜ࡗた。なお、ᄞ⬊ෆ容液の㛫᥋クームスヨ㦂ʤIATʥが㝧ᛶ

でࡗ࠶た。DAT は⾡後 3 か᭶で㝜ᛶ化し、PSL は 7 か᭶でῶ୰Ṇした。8 ṓ点で㈋血

の⇞はない。�

【 2】�

11 ṓዪඣ、㢦ⰍⰋとࡩらつきで受デ。Hb 4.8 g/dL、Reti 27.98×104/μl、T-Bil 3.9 mg/dL、
LD 496 U/L、ึデ DAT 㝜ᛶで࠶り多数の⌫≧赤血⌫をㄆめたため、㑇ఏᛶ⌫≧赤血⌫

ʤHSʥがわれた。赤血⌫ゎ㞳液での IAT も㝜ᛶでࡗ࠶た。⁐血ᛶ㈋血のᨵၿなく、2
か᭶後に PSL 開ጞ、3 か᭶後に DAT 㝧ᛶとなࡗたため AIHA とデ᩿。CT で前⦪㝸にᄞ⬊

ᛶ⭘⒗をㄆめたため、⭘⒆ฟ⾡ʤ⌮デ᩿㸸成⇍ወᙧ⭘ʥを⾜ࡗた。⭘⒆ᄞ⬊液の IAT は

㝧ᛶでࡗ࠶た。⾡後 1 か᭶で DAT 㝜ᛶ化し、PSL ῶ୰Ṇした。㈋血の⇞なく࢛ࣟࣇー

⤊した。�

【考察】�

2 とも⭘⒆ᄞ⬊液の IAT は㝧ᛶでࡗ࠶たࡇとから、⭘⒆が⮬ᕫᢠయ⏘生のཎᅉで࠶る

ྍ⬟ᛶが♧၀された。検査部として、DAT 㝜ᛶに⁐血ᡤぢが࠶るかデータ☜ㄆし、赤血

⌫ゎ㞳液での IAT 実施を⮫ᗋにᥦするࡇとは᭷用で࠶ると考えられる。��

�
� �
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1122.. ⛥⛥なな血血液液ᆺᆺᝈᝈ者者のの㍺㍺血血  
 

    1)ឡ県立୰ኸ㝔� 検査部、2)�ྠ� ᚰ⮚血⟶外⛉、3)�ྠ� 血液ෆ⛉� 
� � ▼⏣⏤㤶 1)、➉岡㍤ᶞ 1)、ட岡༓ᫎ子 1)、ᕝ本ගỤ 1)、▼ᡞ㇂ᾈ 2)、名和⏤一㑻 3) 
�
【はࡌめに】�

p ᆺは、P1、Pkཬࡧ P ᢠཎをḞく null ᆺで࠶り、ᢠ PP1Pkを⮬↛ᢠయとしてࡰಖ᭷して

いる⛥な血液ᆺで࠶る。また、ᢠ PP1Pkは 37Υでᛂし㍺血ᛂのཎᅉᢠయとなるため、

㍺血には p ᆺがᚲせとなる。今回、p ᆺのを⤒㦂し、㍺血に⮳るまでの⤒⦋をሗ࿌す

る。�

ʴʵ 
ᝈ者は 70 ṓ௦⏨ᛶ、㍺血Ṕなし、大ື⬦ᘚ⨨とෙື⬦バࣃスのᡭ⾡のため血液ᆺ、

つ๎ᢠయの検査౫㢗がࡗ࠶た。�

ʴ方法ཬࡧ結果ʵ 
ムจ集法による血液ᆺはࣛ࢝ O ᆺ RhD 㝧ᛶ、つ๎ᢠయ検査は LISS-IAT、ࣇシンとも

にての血⌫で 3+のᛂを♧した。ヨ㦂⟶法による DAT はᢠ IgG が w+、PEG ྾╔し上

Ύを用いた IAT はて 2+となࡗた。㧗㢖ᗘᢠཎにᑐするᢠయが♧၀され、血液センターに

つ๎ᢠయの⢭査を౫㢗。結果、p ᆺと☜ㄆされた。�

ʴ⤒㐣ʵ 
主医に⛥な血液ᆺで赤血⌫〇に限りが࠶るࡇとをሗ࿌し、主医、血液センター、㍺血

部で話しྜいを設け‽ഛ血㔞をỴᐃした。ᡭ⾡ᙜ日、ゎ赤血⌫ 8 ༢の‽ഛを⾜い、ᡭ⾡

は↓に⤊した。�

ʴ結語ʵ 
ᢠ PP1Pkಖ᭷者の赤血⌫㍺血は、p ᆺ〇がᚲせで࠶り☜ಖが㠀ᖖに困難で࠶る。今回、

主医、血液センターの༠ຊにより㍺血のィ⏬を㐺ษにたてるࡇとができ、ᡭ⾡日にᚲせ㔞

の㐺ྜ血〇を☜ಖするࡇとができた。ࡇのように⛥な血液ᆺᝈ者㍺血を⾜う場ྜ、医ᖌ、

血液センターとの㐃ᦠはᚲせྍḞで࠶り、今回のによりᨵめてその大ษさの☜ㄆ

ができた。�

�
� �
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1133.. 血血 AA ಖಖᅉᅉ者者ににおおけけるる人人ᕤᕤ⫤⫤関関⠇⠇⨨⨨⾡⾡のの⤒⤒㦂㦂ࠥࠥจจᅛᅛᅉᅉ子子άάᛶᛶとと⾡⾡୰୰ฟฟ

血血㔞㔞にに関関すするる考考察察ࠥࠥ  
 
ᗈᓥ大学㝔� ㍺血部 
⸨㍤ஂ、ᅵ▼ᕝెୡ、山㷂ᑦஓ 

�
【はࡌめに】�

血は、X 㐃㙐ᛶ₯ᛶ㑇ఏᙧᘧをとる㑇ఏᛶฟ血ᛶᝈで࠶るが、㊊した血液จᅛᅉ子

を⿵するࡇとで、㏆ᖺᏳにᡭ⾡を⾜うࡇとができている。ࡇのᗘ、άᛶ್がపい血

A ಖᅉ者の人ᕤ⫤関⠇ᡭ⾡を⤒㦂したので、考察を交えてሗ࿌する。�

【】�

ᝈ者は 50 ௦、ዪᛶ。2 人の⏨ඣをฟ⏘しており共に血 A。ඛኳᛶ⫤関⠇のため本㝔

にてྑ人ᕤ⫤関⠇ᡭ⾡を施⾜するࡇととなࡗた。⾡前に医ᖌはᝈ者から㺀血の☜ᐃಖᅉ

者㺁との⏦࿌を受けていたが、㐺ษな検査や血液ෆ⛉医の┦ㄯをᛰࡗていた。⾡前ኪ、⏨

ඣの主医からのሗᥦ供で≧ἣを▱ࡗた血液ෆ⛉医は、⾡ᙜ日ᮅにจᅛ⣔検査ཬࡧจᅛ

ᅉ子〇の‽ഛを⾜ࡗたものの、⾡前の〇ᢞは㛫にྜわなかࡗた。⾡୰ฟ血㔞 930ml
と通ᖖの⣙ 1.5 ಸでࡗ࠶たが、血⮬ᕫ血 2 ༢のࡳの㍺血でࡗ࠶た。⾡前ཬࡧ⾡┤後の

APTT、จᅛ➨ϯᅉ子άᛶ್はそれぞれ 38.0 ⛊、40.5 ⛊、21.7㸣、20.7㸣で࠶り、⾡┤後

より 16 ༢�kg、1 日 1 回の➨ϯᅉ子〇ᢞを 4 日㛫⾜ࡗた。⾡後は➨ϯᅉ子್ࣇࣛࢺ

40㸣ྎを⥔ᣢし、㑄ᘏฟ血もなく㠀血者とྠᵝの⮫ᗋ⤒㐣を㎺ࡗた。�

【考察】�

本から、Ṇ血に᭱ప限ᚲせなจᅛ➨ϯᅉ子ࣞ࣋ルの♧၀する一つの重せなᡤぢをᚓた。

しかし一方で、ᡭ⾡、㍺血に関するࢺࢵࣁࣜࣖࣄでも࠶り、⾡前のၥデやจᅛ⣔検査のᚲ

せᛶ࣭重せᛶを♧すものと考えられた。��
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日本輸血・細胞治療学会中国四国支部会則 
昭和 31 年４月１日設立 
平成 19 年 9 月 8 日改訂 
平成 21 年 11 月 28 日改訂 
平成 25 年 9 月 28 日改訂 
平成 30 年 9 月 8 日改訂 
 

 
第1章 総則 

 
第1条 本会は日本輸血・細胞治療学会支部細則に基づき、日本輸血・細胞治療学会中国四

国支部と称する。 
第2条 本会の事務局は支部長の勤務する施設内に置く。 
第3条 本会は輸血学・細胞治療学の進歩と、輸血医療・細胞治療の向上の推進により社会

貢献をすることを目的とする。 
第4条 本会はその目的達成のため、次の事業を行なう。 

１．学術講演会の開催 
２．会員相互の親睦 
３．その他本会の目的達成に必要な事業 

  
第2章 会員 

第5条 本会会員は会員および名誉会員とする。 
１．会員は中国四国地方に在勤（勤務する施設がない者については在住）する日本輸

血・細胞治療学会会員で、所定の会費を納めた者とする。ただし、名誉会員は年

会費及び支部例会の参加費の負担を要しない。 
２．名誉会員は 70 歳以上で、多年本会の発展に貢献した代議員の中から、代議員会に

おいて審議、推薦され、総会で承認を得たものとする。有資格者として、本会の

支部例会長、支部長または監事の経験を有し、名誉会員にふさわしい業績を有す

る者とする。ただし、日本輸血・細胞治療学会の名誉会員または特別会員は支部

名誉会員となるものとする。 
               

第 3 章  役員 
第6条 本会に次の役員を置く。 

支部例会長 1 名、代議員若干名、理事各県 1 名、監事 2 名、日本輸血・細胞治療学

会中国四国支部長（以下支部長という）1 名  
第7条 支部長は、日本輸血・細胞治療学会の評議員と本会の代議員を兼ねるものの中から、
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代議員会において㑅ฟする。日本輸血㺃細胞治療学会理事で࠶ることがᮃましい。支

部例会長は、会員の中から代議員会において㑅ฟする。理事は代議員の中から各県

ẖに１名代議員会において㑅ฟし、支部長がጤკする。監事は、支部長、支部例会

長、理事を㝖く代議員の中より代議員会において㑅ฟし、支部長がጤკする。 
第8条 代議員は、会員Ṕᘬき⥆き 2 年以上の者で、輸血学・細胞治療学に㛵してຌ績の࠶

た者の中から、代議員会の推薦により支部長がጤკする。なお、中国四国地方在ࡗ

住の日本輸血㺃細胞治療学会評議員は、ཎ則として本会の代議員を兼ねるものとする。

代議員は、年㱋 70 歳に達したᚋ、ึめて開催される支部総会をもࡗてその௵を⤊

 。る࠼
第9条 支部長は本会を代⾲し、会務を総理する。支部例会長は年次学術講演会を⤌⧊し、

要な会務を審議Ỵ定する。理事は支部長を⿵బし会務をศ担する。監事は会務と

会ィを監ᰝする。 
第10条  役員の௵務は４ࣨ年とし、௵をጉࡆない。ణし、支部例会長の௵ᮇは 1 ࣨ年と

する。Ṇࡴを得ない事により௵ᮇ㏵中で支部長、理事、監事を㎡するには、そ

のṧ௵ᮇ㛫の役員を⿵する。⿵には支部長、理事、監事の㐣༙ᩘのྠពを必要

とする。 
 

         第 4 章 総会 
第11条  支部長はẖ年１ᅇ総会をᣍ㞟する。 
 

第5章 代議員会 
第12条  支部長はẖ年 1 ᅇ代議員会をᣍ㞟する。支部長は必要にᛂࡌ⮫に代議員会を開

くことができる。 
第13条  代議員会の議Ỵはฟᖍ者の㐣༙ᩘ以上の㈶成を必要とし�㈶ྰྠᩘのは、議長の

Ỵするとこࢁによる。名誉会員は代議員会に㝶ฟᖍし本会の発展のためにຓゝす

ることができる。 
 

第㸴章 会ィ 
第 14 条 本会の経費は次のධをᣢࡗててる。 

１． 本部からのຓ㔠 
２． その他のධ 

第 15 条 本会の会ィ年ᗘはẖ年 4 月 1 日よりጞまり、⩣年 3 月 31 日をもࡗて⤊わる。 
 
㝃則   本会則の改訂には代議員会の議Ỵと総会の承認を要する。  
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日日本本輸輸血血・・細細胞胞治治療療学学会会中中国国四四国国支支部部例例会会会会長長おおよよびび開開催催地地  

 
回 開催年 会  長   開催地 

1 昭和 32 年 宇野鬼一郎   松山市 

2 昭和 32 年 松本 彰 （山口大学第一外科） 宇部市 

3 昭和 33 年 田北周平 （徳島大学第二外科） 徳島市 

4 昭和 34 年 武藤多作 （松江赤十字病院） 松江市 

5 昭和 35 年 砂田輝武 （岡山大学第二外科） 岡山市 

6 昭和 36 年 楠田 博   高知市 

7 昭和 37 年 小林宏志 （広島大学法医学） 広島市 

8 昭和 38 年 近藤良一 （近藤病院） 高松市 

9 昭和 39 年 八牧力雄 （山口大学第一外科） 宇部市 

10 昭和 40 年 綾部正大 （鳥取大学第一外科） 米子市 

11 昭和 41 年 江里口 健次郎   愛媛県 

12 昭和 42 年 山田憲吾 （徳島大学整形外科） 徳島市 

13 昭和 43 年 小坂 二度見 （岡山大学麻酔科） 岡山市 

14 昭和 44 年 西村省三   高知市 

15 昭和 45 年 中島敏夫 （国立島根療養所） 松江市 

16 昭和 46 年 小坂 二度見 （岡山大学麻酔科） 岡山市 

17 昭和 47 年 志水 浩 （国立松山病院） 松山市 

18 昭和 48 年 八牧力雄 （山口大学第一外科） 宇部市 

19 昭和 49 年 佐藤 暢 （鳥取大学麻酔科） 米子市 

20 昭和 50 年 高槻春樹 （高松赤十字病院） 高松市 

21 昭和 51 年 星野 列 （広島大学第二外科） 広島市 

22 昭和 52 年 武田七朗 （徳島大学外科） 徳島市 

23 昭和 53 年 石倉 幌 （松江赤十字病院） 松江市 

24 昭和 54 年 山本彰芳   高知市 

25 昭和 55 年 西本 詮 （岡山大学脳神経外科） 岡山市 

26 昭和 56 年 寺岡広昭 （愛媛県赤十字血液センター） 松山市 

27 昭和 57 年 山本きよみ (山口大学輸血部） 山口市 

28 昭和 58 年 佐藤 暢 （鳥取大学麻酔科） 米子市 

29 昭和 59 年 大本堯史 （香川大学脳神経外科） 高松市 

30 昭和 60 年 岡田浩佑 （広島大学輸血部） 広島市 

31 昭和 61 年 斉藤史郎 (徳島大学第一内科） 徳島市 

32 昭和 62 年 横山 昇 （島根県赤十字血液センター） 松江市 

33 昭和 63 年 長崎 彬 （高知県赤十字血液センター） 高知市 
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回 開催年 会  長   開催地 

34 平ᡂඖ年 高ᢡ┈ᙪ （川崎医科大学麻酔科） 倉ᩜ市 

35 平ᡂ 2 年 ๓田ಙ （愛媛大学⏕⌮学） 松山市 

36 平ᡂ 3 年 大ᗞ雄三 （山口大学⮫ᗋ᳨ᰝ医学） 小㒆⏫ 

37 平ᡂ 4 年 佐藤 暢 （鳥取大学麻酔科） 米子市 

38 平ᡂ 5 年 Ἑ西浩一 （香川医科大学᳨ᰝ部） 高松市 

39 平ᡂ 6 年 ᐀ീ ኖ子 (広島県赤十字血液センター） 広島市 

40 平ᡂ 7 年 広℩ᨻ雄 （徳島大学輸血部） 徳島市 

41 平ᡂ 8 年 㐲藤郎 （島根医科大学᳨ᰝ部） 松江市 

42 平ᡂ 9 年 長崎 彬 （高知赤十字病院） 高知市 

43 平ᡂ 10 年 ཎ田ᐇ根 （岡山大学第二内科） 岡山市 

44 平ᡂ 11 年 藤ᗣᙪ （山口大学輸血部） 小㒆⏫ 

45 平ᡂ 12 年 ⩚藤高᫂ （愛媛大学輸血部） 松山市 

46 平ᡂ 13 年 西川健一 （鳥取大学ಖ健学科） 米子市 

47 平ᡂ 14 年 内田立㌟ （香川県赤十字血液センター） 高松市 

48 平ᡂ 15 年 高田 昇 （広島大学輸血部） 広島市 

49 平ᡂ 16 年 ⣽ⱥྖ （徳島大学ಖ健学科） 徳島市 

50 平ᡂ 17 年 石倉浩ே （島根大学┳ㆤ学科） ฟ㞼市 

51 平ᡂ 18 年 村 ₶ （高知大学輸血部） 高知市 

᪥本輸血䞉⣽⬊療学会䜈ᨵ⛠   

52 平ᡂ 19 年 ୖ田ᜤ （倉ᩜ中ኸ病院血液療センター） 倉ᩜ市 

53 平ᡂ 20 年 ཎ 㞞㐨 (愛媛県立中ኸ病院血液⭘⒆科） 松山市 

54 平ᡂ 21 年 藤ᗣᙪ （山口大学輸血部） 宇部市 

55 平ᡂ 22 年 ణ㤿史ே （米子医療センター血液⭘⒆内科） 米子市 

56 平ᡂ 23 年 ❑田良次 （香川大学輸血部） 高松市 

57 平ᡂ 24 年 Ἀ田 ⫕ （広島県赤十字血液センター） 広島市 

58 平ᡂ 25 年 ᑿ崎ಟ （徳島県立中ኸ病院) 徳島市 

59 平ᡂ 26 年 ๓㏕┤ஂ （島根県赤十字血液センター） 松江市 

60 平ᡂ 27 年 ⁁ῲ 樹 (高知県赤十字血液センター） 高知市 

61 平ᡂ 28 年 ụ田和┾ (岡山県赤十字血液センター） 岡山市 

62 平ᡂ 29 年 ᑿ㷂牧子 (松山赤十字病院） 松山市 

63 平ᡂ 30 年 藤輝正 (山口県赤十字血液センター） 山口市 

64 ௧和ඖ年 ణ㤿史ே （米子医療センター血液⭘⒆内科） 米子市 

65 ௧和 2 年 本田㇏ᙪ （香川県赤十字血液センター） 高松市 

66 ௧和 3 年 藤輝ஂ （広島大学輸血部） 広島市 

67 ௧和 4 年 ᮤ ᝋ子 （徳島大学病院 輸血䞉⣽⬊療部） 徳島市 

68 ௧和 5 年 ➉㇂ 健 （島根大学医学部小ඣ科） 松江市 
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日本輸血・細胞治療学会中国四国支部役員           2023年 5月 24日現在 
支部長   * 和田 秀穂 （川崎医科大学 血液内科学 教授） 

名誉会員   ** 佐藤  暢 （鳥取大学 名誉教授） 

   ** 森木 光司 （森木病院 院長） 

   ** 宗像 壽子 （広島県赤十字血液センター 名誉所長） 

   ** 岡田 浩佑  

   *** 坂本 久浩 （特定医療法人茜会 よしみず病院 顧問） 

   ** 西川 健一 （鳥取大学保健管理センター特任教員（米子分室・ 

小児科医師）） 

   ** 高田  昇 （おだ内科クリニック） 

   *** 稲葉 頌一 （特定医療法人茜会 よしみず病院 総院長） 

   ** 椿  和央 （日本赤十字社中四国ブロック血液センター） 

監事   * 上田 恭典 （倉敷中央病院 副院長 血液治療センター長） 

   * 尾崎 修治 （徳島県立中央病院 血液内科 医療局次長） 

代議員 鳥取 ○ * 但馬 史人 （島根県赤十字血液センター 所長） 

   * 河村 浩二 （鳥取大学医学部医学科統合内科医学講座臨床検査 

医学分野 教授） 

 島根 ○ * 竹谷  健 （島根大学医学部小児科 教授） 

 山口 ○ * 藤井 康彦 （厚生労働省中国四国厚生局 指導医療官） 

 広島 ○ * 藤井 輝久 （広島大学病院輸血部長 血液内科准教授） 

   * 国分寺 晃 （広島国際大学保険医療学部医療技術学科 教授） 

   * 齊藤 誠司 （独立行政法人国立病院機構福山医療センター 

感染症内科医長） 

   * 野間 慎尋 （広島大学病院 診療支援部） 

   * 三島 清司 （山陽女子短期大学 臨床検査学科 教授） 

 岡山 ○ * 藤井 伸治 （岡山大学病院輸血部 部長） 

   * 上田 恭典 （倉敷中央病院 副院長 血液治療センター長） 

   * 和田 秀穂 （川崎医科大学 血液内科学 教授） 

   * 池田 和真 （岡山県赤十字血液センター 所長） 

   * 小郷 博昭 （岡山大学病院輸血部） 

   * 角南 一貴 （岡山医療センター 内科（血液）臨床研究部長） 

   * 陶山 洋二 （川崎医療福祉大学医療技術学部臨床検査学科  教授） 

   * 池田  亮 （岡山大学病院輸血部 主任臨床検査技師） 

   * 中桐 逸博 （川崎医療福祉大学医療技術学部臨床検査学科 特任講師） 

   * 浅野 尚美 （岡山大学病院輸血部 主任臨床検査技師） 

   * 冨田 德子 （岡山県赤十字血液センター） 

   * 牧野 志保 （岡山県赤十字血液センター事業部 採血課採血二係長） 
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   * 藤井 ܡ子 （岡山大学病院 検査部 ঁ教） 

   * 岡田 和 （倉敷中央病院 血液内科） 

 （川県赤十字血液センター 名誉所長ߵ） 川 ○ * 本田 彦ߵ 

   * 高ੁ ॖ子 （高ন赤十字病院 血液内科 臨床検査技師 HCTC） 

 徳島 ○ * 細井 ӵ司 （徳島大学大学院医ࣅ༂学研究部 教授） 

   * 尾崎 修治 （徳島県立中央病院 血液内科 医療局次長） 

   * ཧ  ӽ子 （ݫ徳島大学病院 輸血・細胞治療部） 

    竹内 恭子 （徳島ࢤ病院内科 診療部長） 

 高எ ○  ࠕ村  ७ （高எ大学医学部病院輸血・細胞治療部 副部長） 

 ᔻ  ध （高எ赤十字病院 副院長 一内科部長）ߖ *   

   * 佐藤一 （高எ学Ԅ大学健康科学部臨床検査学科 教授） 

   * 藤ݬ 美 （高எ大学医学部病院 輸血・細胞治療部） 

 Ѭඦ ○ * Ӎ藤 高 （Ѭඦ県赤十字血液センター 所長） 

   * 竹中 ࠂ （Ѭඦ大学大学院 医学ܧ研究科  

血液・໖Ӻ・感染症内科学 教授） 

   * 山೯内 ९ （Ѭඦ大学医学部病院 輸血・細胞治療部 准教授） 

   * ౖघ内 ༅ （ন山赤十字病院 検査部二課 輸血検査係長） 

○ʁ֦県理事ΝΖ 

*ʁ日本輸血・細胞治療学会議員 

**ʁ日本輸血・細胞治療学会特พ会員 

***ʁ日本輸血・細胞治療学会名誉会員 

 

 



効能又は効果、用法及び用量、警告・禁忌を含む注意事項等情報等については電子添文を
ご参照ください。

HI 点滴静注 300mg/3mL
HI 点滴静注 1100mg/11mL

薬価基準収載

ユルトミリス _品名広告 _A4_ 枠付き _1C

2022年7月改訂

製造販売元［文献請求先及び問い合わせ先］

〒108-0023 東京都港区芝浦3丁目1番1号 田町ステーションタワーN
フリーダイアル：0120-577-657 
受付時間：9：00～18：00（土、日、祝日及び当社休業日を除く）



Deliver safe transfusion
we re by and you and your patients







記載されている社名、各種名称は、
テルモ株式会社および各社の商標または登録商標です。

©テルモ株式会社 2023年4月
22BL018

自己血採血を支える、テルモの製品群

血液バック用陰圧型採血器

血液バッグの容量・品種などをダイレクトに選択でき、
スピーディーな操作を実現
血液バッグに採血された全血を装置内トレーで自動撹拌
採血残量と血流量の状態を大型タッチパネル画面で見やすく表示

一般的名称：血液バック用陰圧型採血器　販売名：ヘモクイック AC-187　医療機器認証番号：304AFBZX00036000
製造販売元：株式会社コスミックエムイー　〒333-0848 埼玉県川口市芝下二丁目31番3号

チューブシーラー

スリム＆コンパクトデザイン
幅 70×高さ156×奥行338mm、重さ2.8kgの軽量コンパクト設計です。
従来機より約３割小型化・約２割軽量化しました。

販売名：テルモチューブシーラーT-SEAL Ⅲ　※ 本品は医療機器ではありません。

シール部の視認性向上
光学式センサーでチューブの挿入を検出。
シールヘッドカバーを透明にすることで、
シール状態の確認を容易に行うことが可能。

採血・輸血チューブ用加熱溶融接合装置

液入りチューブ同士のWet-Wet無菌接合が可能。
使いやすさと作業効率をすみずみまで追求。

一般的名称：採血・輸血チューブ用加熱溶融接合装置　販売名：テルモ無菌接合装置TSCD-II　医療機器届出番号：13B1X00101000044 

・ 2つのクランプが連動 ・ わかりやすい液晶パネル ・ ウェハー交換を自動化
・大容量ウェハー廃棄ボックス ・ 防臭効果のある、引き出し式の排気フィルタ

テルモ・コールセンター 0120-12-8195（9:00～17:45　土・日・祝日を除く）
〒151-0072 東京都渋谷区幡ヶ谷 2-44-1　www.terumo.co.jp
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効能又は効果、用法及び用量、警告・禁忌を含む
注意事項等情報等については電子化された添付文書を
ご参照ください。

製造販売元［文献請求先］

■ B5 1/2 枠付（枠サイズW150×H110mm） 1C

〒690－0017　松江市西津田1－5－29
TEL0852－21－0279　FAX0852－21－0308
info@miyata-yakuhin.jp

��and more…

with you
研究・医療の最前線に携わるみなさまと

呼吸をあわせて、一緒に前進したい。

そしてもっと！





A5 横



㛗ࠉ㇂➉ࠉ

機　器　展　示

ー謝　辞ー

♫ᰴᘧࣔࣝࢸ

♫ᰴᘧࢬ࣮ࣜࢺࣛ࣎ࣛࢻࢵ࣭ࣛ࢜ࣂ

♫ᰴᘧࢫࢡࢵࢸࢫࣀࢢࢲ࣭ࣗࢩࣟ

　　　　　広　告　掲　載（50音順）

᪫ᡂ࣓ࣝ࢝ࢹᰴᘧ♫

♫ᰴᘧ࢝ࢿࢮࣛࢺࢫ

♫ྠྜ࣐࣮ࣇࣥ࢜ࢩࢡࣞ

♫ᰴᘧࢫࢡࢵࢸࢫࣀࢢࢲ࣭ࣝ࢝ࢽࣜࢡ࣭ࢯ࣮࢜

ᰴᘧ♫ᐑ⏣⸆ရ

ᑠす་⒪ჾᰴᘧ♫

Ṋ⏣⸆ရᕤᴗᰴᘧ♫

ᒣ㝜㓟⣲ᕤᴗᰴᘧ♫

୰እ〇⸆ᰴᘧ♫

➨୍୕ඹᰴᘧ♫

♫ᰴᘧ࣐࣮ࣇࢫࢸࣝࣂࣀ

　　　　　労務提供（50音順）

➨��ᅇ᪥ᮏ㍺⾑࣭⣽⬊⒪Ꮫ�୰ᅜᅄᅜᨭ㒊

➨��ᅇ᪥ᮏ㍺⾑࣭⣽⬊⒪Ꮫ�୰ᅜᅄᅜᨭ㒊ࡢ㛤ദࠊࡾࡓ࠶
ୖグࡢᴗ࣭ᅋయࡢⓙᵝࡾࡼ༠㈶ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ࠸
ࠋࡍࡲࡆୖࡋ⏦♩ᚚࡃ῝ࡇࡇ



第６８回 日本輸血・細胞治療学会中国四国支部例会
プログラム・講演抄録集
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